
 

 既に水曜と金曜は、実施されていましたが、火曜

と木曜も２時間延長し、火曜から金曜まで１９時ま

で利用できるようになります。（１階部分のみ） 

 なお、第１水曜日は、休館日です。 

 経費は、市役所、かもめ図書館共に、基本的には

電気代と警備員の増員等です。職員は、時差出勤の

交代勤務で対応します。財政状況の厳しい中、工夫

していることに頭が下がります。 
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増える車！減る駅利用！？ 

小田原駅乗車人数が減少している！ 

前回までの残高       １４７,１６８円   

印刷代（ビラ印刷代）  ２０,０６０円 

交通費（駐車場、燃料代） ６,５３１円 

携帯電話代        ３,８３０円 

勉強会会場費差額       ５００円 

寄付（ｼﾌﾞｶﾜ様）          ―１０,０００円 

合計 00/9/3～00/10/1         ２０,９２１円 

寄付は､さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾄﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ出張所 

普0051228 武松政策研究会 武松忠 まで！     

では、次の項目で質問しました。 

（１） に予想される渋滞対   

    策について 

（２） 一般車両の について 

（３） 通勤時間帯における  

          について 

 公債費については１４号で説明しましたので省略

しますが、 については、 に

９０名分の退職金として概算で

ほど必要になるようです。 

 交通渋滞対策については、 が平成７年

から１０年までで、 . し、*

が していることから、市民の移動形態が

電車から自動車へ移っていることを示しました。 

 急速に増加する車に対し、短期的にできる渋滞対

策や特に国府津駅前広場への一般車両の停車場所の

確保について要望しました。 

 また、重点整備を進めるためにも

- を作成して、市民にも公開

すべきではないかと要望したところ、前向きに検討

するとの回答が得られました。 

駅乗車人数と自動車登録台数
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*自動車登録台数：小田原市内の普通乗用車、小型乗 

用車、軽乗用車、軽貨物車の合計 

市民サービス向上！ 
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 かねてから要望の多かった市役所窓口とかもめ図

書館の営業時間が延長されました。 

 サービスの詳細は、広報等で見ていただくとし

て、納税や証明書類の交付、戸籍、福祉、保険関係

の手続きが市役所で１９時までできるようになりま

す。 
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武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

どなたでもお気軽に参加下さい。 

    テーマ：「１７歳」少年犯罪についてみんなで記事（事件、分析）を持ち寄 

        り、考えてみませんか。 

    日時 ：１０月２１日（土） １８：００～２０：００  

    場所 ：小田原駅前ふらっとスポット第１会議室（駅前丸井裏） 

    参加費：１００円 出欠席の連絡は、不要です。当日、直接現地に来て下さい。 

    終了後、懇親会（実費３０００円程度）を行います。 

 

会員募集！ 

 後援会員を募集しています。年会費１口３０００円で上限は１０口とします。会費は月刊武松の制作や発

送、勉強会の運営、交通費等に充てられます。 

振込先：さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾄﾞｰﾌﾟﾗｻﾞ出張所 普0051228 武松政策研究会 武松忠 まで！     

勉強会の雰囲気は？ 
 月例勉強会に参加してみたい気もするのですが、なかなか都合がつかなくて参加できていません。雰

囲気でも教えてくれませんか？              ４０代 男性 鴨宮駅にて 

 

 勉強会の進行は、概ね次のようになっています。 

 ①自己紹介：５分 ②市政報告：５分 ③講演または報告：４０分  

 ④休憩：１０分 ⑤フリーディスカッション：６０分 

 参加者は、約１０～１５名、残念ながら最近は、男性がほとんどです。  

 年齢層は、平均４０歳位です。職業も公務員、会社員がほとんどです。 

  また、ほとんど毎回新しい参加者があります。 

 服装も自由で、私も夏は、ポロシャツに半ズボンです。 

 フリーディスカッションの雰囲気ですが、皆さんかなり活発に発言できますし、言いたいことを言い

合っています。 大学生や女性の参加は大歓迎です。 気軽に参加してみてください。                        

The Voice    今までに頂いたご意見から 

 バブル後の不景気の長期化の一因として、

があります。 

 我家の例をあげると、数年前は、電話料金が月々

でした。 

 議員になる１年前に、インターネットを始めるた

め、電話回線と電話番号を増設する必要があり、

（１回線だとインターネット利用中に電話が通じな

い。）ＩＳＤＮ回線にしました。通話料は、多少増

加しましたが、データ通信料が大幅に増加し、

になりました。 

 議員になる半年前から、携帯電話を持つ必要が出

てきたため、電話と携帯合わせて、

かかっています。 

 通信費の増加率は、この に膨

れ上がってしまいました。 

 議員の場合、情報量や情報処理能力も重要ですか

らしかたありませんが、この情報コストの高さは、

不景気の長期化の一因というか、主因であるような

気がしてなりません。 

 携帯電話の爆発的な普及と基本料金の大幅値下げ

が実施されていますが、今まで車や洋服を購入して

いた２０代前半の世代が、携帯電話に月々何万円も

かかっていると、消費が落ち込むのは、当然です。 

 通信費が、月々５千円程度になったら、消費に結

び付くと思うのですが、皆さんどう思われますか？ 

 例えば、インターネットで、パソコンの部品を購

入しようとすると、１００円でも２００円でも安い

ものを探しているうちに、電話料金が、１００円位

かかってしまうなど、今の情報コストは、本末転倒

です。

              

情報のコスト 


